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○ 今月のお弁当の日 (緑色の日)12日 (月 )29日 (木)&田植えの日(第3,4通のどこか) ○青字・・誕生日 ♪

*****持 ち物 について こどもたちに伝 えてい る こと シエア ♪ *****

川プールの季節   → ○着替え  ○タオル  ○濡れたものを入れる袋  ○必要な人は、水着
暑くなってきました → ○ぼうし  ○必要な人は、水筒
ロッカーに     → ()雨カッパ
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まる。
によつて、立ちどまることの重要性を知る。
ことができる。最近の体験から学んだことだ。

立 ちどまることによつて、今 を知 り、

最近、やりたいことにまつしぐらな自分がいた。百名山の登山や トレイルラン、クライミング、
ボルダリングなど見たことがない景色(こ の景色は価値観も含まれてる)を 見てみたいと思う自分が
いたからだ。ん一、ふりかえつてみると山遊びばつかり!笑
やってみると新 しい体験が自分を刺激して、もつと次をみたい、もつと次をみたいとなつていつた。
日の前の好奇心にまっしぐら。まさしく頂上に向けて、全力疾走の自分。
そんな中で、あいちやんのしずかな時間があつた。 しずかな時間は自分とつながる大切な時間。
やってみると、すぐに、ぐ一、、、寝ている自分がいた。ばつと起きると最初に思つたことは今の自
分って頑張ろうとしていたのかもと思える瞬間だった。体力的というかは、心の底の自分が今は少
し休憩でもして、ほっと一息ついたら!?と 声をかけてくれてるように感 じた。走り続けてるときは
気づかないが、ふと立ちどまること(自 分と向き合う)に よって「今」に気づくことができた。やつ
ぱり「今」って大事だな一 !!ま たこの時間を通して、「今」の概念が変化するきつかけにもなつた。
今を知ること(自 分の状態を)で、過去もふりかえれるし、また前に進む(未来へ進む)準備ができる。
その都度、立ちどまつて、今の自分を感じることが大切なんだと知れる時間であつた。

今度の登山は頂上を目指す時にふと立ちどまってみようと思う。歩いてきた道をふりかえってみた
り、目指す頂上に視線をあげてみたり、そこにむけて、どんな風に歩くか考えてみる。次の頂上の

景色はどんな景色が見えるのか楽しみだ !
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